
教科・種目名   数学   

 

採択基準 基本観点 
発行者  発行者 

２ 東書 ４ 大日本 11 学図 17 教出 61 啓林館 104 数研 116 日文 

１ 学習指導
要領に示す
目標の達成
のために工
夫されてい
ること。 

(1) 全体とし 
ての特徴や 
創意工夫 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
別表１ 

各領域とも興味関
心を高めるための工
夫や既習内容を振り
返り、基礎的・基本的
な内容の定着を図る
などの工夫をしてい
る。 
 
「例」「たしかめ」

「問」や節末、章末、
巻末の問題などで繰
り返し学習できるよ
うに工夫している。 
 
 
 

 学習指導要領に示
していない発展的な
内容やコンピュータ
・情報通信ネットワー
クの活用を扱う内容
を取り上げている。 
 

各領域とも興味関
心を高めるための工
夫や既習内容を振り
返り、基礎的・基本的
な内容の定着を図る
などの工夫をしてい
る。 
 
「例」「Ｑ」や節末、

章末、巻末の問題など
で繰り返し学習でき
るように工夫してい
る。 
 
 
 
学習指導要領に示

していない発展的な
内容やコンピュータ
・情報通信ネットワー
クの活用を扱う内容
を取り上げている。 

各領域とも興味関
心を高めるための工
夫や既習内容を振り
返り、基礎的・基本的
な内容の定着を図る
などの工夫をしてい
る。 
 
「Ｑ」「例」「問」

や節末、章末、巻末の
問題などで繰り返し
学習できるように工
夫している。 
 
 
 

 学習指導要領に示
していない発展的な
内容やコンピュータ
・情報通信ネットワー
クの活用を扱う内容
を取り上げている。 

各領域とも興味関
心を高めるための工
夫や既習内容を振り
返り、基礎的・基本的
な内容の定着を図る
などの工夫をしてい
る。 
 
「Ｑ」「例題」「た

しかめ」「問」や節末、
章末、巻末の問題など
で繰り返し学習でき
るように工夫してい
る。 
 
 
学習指導要領に示

していない発展的な
内容やコンピュータ
・情報通信ネットワー
クの活用を扱う内容
を取り上げている。 

各領域とも興味関
心を高めるための工
夫や既習内容を振り
返り、基礎的・基本的
な内容の定着を図る
などの工夫をしてい
る。 
 
「ひろげよう」「例」

「問」や節末、章末、
巻末の問題などで繰
り返し学習できるよ
うに工夫している。別
冊で、Math Naviブッ
クを添付している。   
 
学習指導要領に示

していない発展的な
内容やコンピュータ
・情報通信ネットワー
クの活用を扱う内容
を取り上げている。 

各領域とも興味関
心を高めるための工
夫や既習内容を振り
返り、基礎的・基本的
な内容の定着を図る
などの工夫をしてい
る。 
 
「Ｑ」「例」「例題」

「問」や節末、章末、
巻末の問題などで繰
り返し学習できるよ
うに工夫している。 
 
 
 
学習指導要領に示

していない発展的な
内容やコンピュータ
・情報通信ネットワー
クの活用を扱う内容
を取り上げている。 

各領域とも興味関
心を高めるための工
夫や既習内容を振り
返り、基礎的・基本的
な内容の定着を図る
などの工夫をしてい
る。 
 
「Ｑ」「例」「問」

や節末、章末、巻末の
問題などで繰り返し
学習できるように工
夫している。 
 
 
 
学習指導要領に示

していない発展的な
内容やコンピュータ
・情報通信ネットワー
クの活用を扱う内容
を取り上げている。 

２ 内容や構
成が学習指
導を進める
上で適切で
あること。 

(1)  基礎的・ 
基本的な内
容の定着を
図るための
配慮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
別表２ 

 
 
 
 
 

 
目次に既習事項と

の関連を示している。 
 
算数や前の学年の

ふりかえりやたしか
めることができるよ
うに、「学びをつなげ
る」を設けている。 
学びなおしができ

るように、側注の「ち
ょっと確認」を設けて
いる。 
 
「基本の問題」「補

充の問題」には対応す
る内容場所を示して
いる。 

 
 
 
 
 
 
目次に既習事項と

の関連を示している。 
  
既習事項の学びな

おしができるように
囲み注釈の「思い出そ
う」を設けている。 
 
 
 
 
 
 
 既習事項を再度確
認できるように、側注
に対応する内容場所
を示している。 
 
フィードバックし

ながら練習できる問
題を節ごとに設けて
いる。 

  
 
 
 
 
 
目次に既習事項と

の関連を示している。 
  
既習事項の学びな

おしができるように
章のはじまる前や側
注の「ふりかえり」を
設けている。キャラク
ターの吹き出しで再
度確認できるように
している。 
 
 
 
 
 
 
 
 節ごとの「たしかめ
よう」で、フィードバ
ックしながら練習で
きる問題を節ごとに
設けている。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
囲み注釈の「もどっ

て確認」を設け、算数
からの既習事項を再
度学習しなおすこと
ができるようにして
いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
基礎・基本の定着を

図るために、各「章を
学習する前に」、巻末
の「たしかめの補充問
題」を設けている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
囲み注釈の「ふりか

えり」とキャラクター
の吹き出しで、算数と
のつながりや既習事
項を確認できるよう
にしている。 
 
 
 
 
学びなおしができ

るように、対応する内
容場所を示している。 
 
 
基礎・基本の定着を

図るために、章末の
「基本のたしかめ」、
巻末の「くり返し練
習」を設けている。 
 
 
 
別冊の学びをつな

げて数学をいかそう
「Math Navi ブック」
を付録している。 
 

 冒頭の「クイックチ
ャージ」で、算数から
の既習の内容を診断
し、学習のレディネス
を図るようにしてい
る。 
  
 
 
学びなおしができ

るように側注の「ふり
かえり」を設けてい
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
基礎・基本の定着を

図るために、節末の
「確かめよう」、章末
の「基本問題」、巻末
の「練習問題」を設け
ている。 

  
 
 
 
 
 
目次に既習事項と

の関連を示している。 
  
既習事項の学びな

おしができるように
章のはじまる前や側
注の「ふりかえり」を
設けている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 基礎・基本の定着を
図るために、節末の
「基本の問題」、章末
の「くり返し練習」、
巻末の「数学マイトラ
イ」を設けている。 
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２ 内容や構
成が学習指
導を進める
上で適切で
あること。 

(2) 思考力・ 
判断力・表現
力等の育成
を図るため
の配慮 
 
 
 

別表３ 
 

各章に数学的活動
に対応した問題を設
定している。「学びを
いかす」で、思考力・
判断力・表現力等の育
成を図っている。 
 
 
 
 

各章に「利用」の節
を設定している。「挑
戦しよう」「見いだそ
う」「利用しよう」「伝
えよう」に分けて数学
的活動に対応した問
題を設定し、思考力・
判断力・表現力等の育
成を図っている。 
 

各章末に「深めよ
う」を設定している。
「見つける」「活用す
る」「伝える」に分け
て数学的活動に対応
した問題を設定し、思
考力・判断力・表現力
等の育成を図ってい
る。 
 

各章末に「数学の広
場」を設定している。
「みんなで数学」で数
学的活動に対応した
問題を設定し、思考力
・判断力・表現力等の
育成を図っている。 
 
 
 

各章末に「千思万
考」を設定している。
「自分のことばで伝
えよう」で数学的活動
に対応した問題を設
定し、思考力・判断力
・表現力等の育成を図
っている。 
 
 

「やってみよう」
「活用しよう」「伝え
合おう」に分けて数学
的活動に対応した問
題を設定し、思考力・
判断力・表現力等の育
成を図っている。 
 
 
 

各章末にある「深め
る数学」「生活への利
用」で数学的活動に対
応した問題を設定し、
思考力・判断力・表現
力等の育成を図って
いる。 
 
 
 

(3) 生徒が自
主的に学習
に取り組む 
ことができ
る配慮 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別表４ 

 
 
 
 
 
 
既習事項として「ち

ょっと確認」の項目を
設定している。 
 
問題補充で「たしか

め」「もっと練習!」
を設定し、巻末問題ペ
ージを示している。節
に「基本の問題」、章
末に「Ａ問題」「Ｂ問
題」「活用の問題」、
巻末に「補充問題」「活 
用の問題」を設定して
いる。 
 
 
 
 
関連事項として「数

学のまど」「やってみ
よう」「数学発見レポ
ート」「巻末課題編」
を設定している。 

 
 
 
 
 
 
既習事項として「思

い出そう」の項目を設
定している。 
 
問題補充で「プラス

・ワン」を設定し、ペ
ージ下欄外に問題ペ
ージを示している。節
に「練習」、章末に「章
の問題」と「いろいろ
な問題」「考えてみよ 
う」、巻末に「まとめ
の問題」を設定してい
る。活用問題として
「挑戦しよう」を必要
に応じて設定してい
る。 
 
関連事項として「深

めよう」「表現しよう」
「Mathful」を設定し
ている。 
 

領域の復習「ふりか
えり」の項目を設定し
ている。 
 
 
 
既習事項として「ふ

りかえり」の項目を設
定している。 
 
問題補充で、数と式

領域に「計算力を高め
よう」を設定し、「や
ってみよう」の項目に
「計算力を高めよう」 
ページを示している。
節に「確かめよう」、
章末に「基本」「応用」
「活用」を区別した
「まとめの問題」、巻
末に「復習」問題を設
定している。 
 
 
関連事項として「ク

ローズアップ」「深め
よう」「さらなる数学
へ」を設定している。 
 

章の学習に関する
「Let’s Try」の項目
を設定している。 
 
 
 
既習事項として「も

どって確認」の項目を
設定している。 
 
問題補充で「たしか

め」を設定し、巻末問
題ページを示してい
る。節に「基本のたし
かめ」、章末に「章の
問題」、4領域ごとに
「練習問題」、巻末に
「たしかめの補充問 
題」「実力アップ問題」
を設定している。 
 
 
 
 
関連事項として「チ

ャレンジコーナー」
「数学の広場」「自由
研究」を設定してい
る。 
 

 
 
 
 
 
 
既習事項として「ふ

りかえり」の項目を設
定している。 
 
問題補充で巻末問

題ページを示してい
る。節に「練習問題」
「基本の問題」、章末
に「基本のたしかめ」
「章末問題」「千思万 
考」、巻末に「くり返
し練習」「まとめの問
題」を設定している。 
 
 
 
 
 
関連事項として「数 

学展望台」「数学広
場」、別冊の「Math  
Naviブック」を設定し
ている。 
 

巻頭に既習内容要点
「クイックチャージ」
と既習内容問題「ドリ
ルでチャージ！」を設
定している。 
 
既習事項として「ふ

りかえり」の項目を設
定している。 
 
問題補充で「反復」、 

節に「確かめよう」、
章末に「基本問題」「章
の問題Ａ」「章の問題
Ｂ」、巻末に「基本の
まとめ」「確認しよう」
「深めよう」で構成し
た「チャレンジ編」を
設定している。 
 
 
 
 
 
関連事項として「や

ってみよう」「数学探
検」を設定している。 

 
 
 
 
 
 
既習事項として「ふ

りかえり」の項目を設
定している。 
 
問題補充で「チャレ

ンジ」を設定し、章末
問題ページを示して
いる。節に「基本の問
題」、章末に「くり返
し練習」「章のたしか
め」「とりくんでみよ
う」、巻末に「復習」
「力をのばそう」問題
を設定している。 
 
 
 
 
関連事項として「数

学マイトライ」の中に
「数学研究室」を設定
している。 
 

(4) 学習指導
要領に示し
ていない内
容の取扱い 

 
    別表５ 

発展マークを付け、
1年時において｢同類
項｣を扱っている。ま
た、放物線と直線の交
点などを扱っている。 

発展マークを付け、 
√2が無理数であるこ
とを背理法で証明し
たり、確率の積の法則
などを扱っている。 

発展マークを付け、
｢1乗･0乗･－1乗｣の指
数やサイン･コサイン
･タンジェントなどを
扱っている。 

発展マークを付け、
因数分解の公式の発
展や｢標準偏差｣とい
った散らばりの程度
などを扱っている。 

発展マークを付け、
球の表面積･体積の公
式や二次関数におけ
る変化の割合などを
扱っている。 
 

発展マークを付け、
連立3元1次方程式や
三角形の外接円と外
心、内接円と内心など
を扱っている。 

発展マークを付け、
三角形の重心と中線
や2つの資料の相関関
係の読み取りなどを
扱っている。 
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２ 内容や構
成が学習指
導を進める
上で適切で
あること。 

(5) 他の教科
等との関連 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
別表６ 

節末の「数学のま
ど」や巻末の「学びを
いかす」「社会とつな
がる」「教科とつなが
る」などで、日常生活
や他教科等と関連す
る内容を扱っている。     
 
 
 
道徳との関連につ

いては、筋道を立てて
考え、表現する能力を
高める内容などを取
り扱っている。 
 

章末の「考えてみよ
う」「挑戦しよう」「社
会にリンク」や巻末の
「Mathful」などで、
日常生活や他教科等
と関連する内容を扱
っている。 
 
 
 
道徳との関連につ

いては、筋道を立てて
考え、表現する能力を
高める内容などを取
り扱っている。 

章末の「まとめの問
題」「活用」「深めよ
う」や巻末の「さらな
る数学へ」などで、日
常生活や他教科等と
関連する内容を扱っ
ている。 
 
 
 

 道徳との関連につ
いては、筋道を立てて
考え、表現する能力を
高める内容などを取
り扱っている。 

「チャレンジコー
ナー」や「数学ミニ事
典」、章末の「数学の
広場」や巻末の「自由
研究」「考える力をア
ップしよう」などで、
日常生活や他教科等
と関連する内容を扱
っている。  
 
道徳との関連につ

いては、筋道を立てて
考え、表現する能力を
高める内容などを取
り扱っている。 

「数学展望台」や
「身のまわりへ広げ
よう」、巻末の「数学
広場」や別冊の「Math 
Naviブック」などで、
日常生活や他教科等
と関連する内容を扱
っている。 
 
 
道徳との関連につ

いては、筋道を立てて
考え、表現する能力を
高める内容などを取
り扱っている。 

「やってみよう」や
巻末の「数学探検」な
どで、日常生活や他教
科等と関連する内容
を扱っている。 
 
 
 
 
 
道徳との関連につ

いては、筋道を立てて
考え、表現する能力を
高める内容などを取
り扱っている。 

節末・章末の「数学
のたんけん」や章末の
「生活への利用」、巻
末の「数学マイトライ 
数学研究室」などで、
日常生活や他教科等
と関連する内容を扱
っている。 
 
 
道徳との関連につ

いては、筋道を立てて
考え、表現する能力を
高める内容などを取
り扱っている。 

３ 使用上の
便宜が工夫
されている
こと。 

(1) 表記・表 
現の工夫 
 
 
 

 
別表７ 

図や写真、キャラク
ターなどを用いて説
明を補足している。巻
末教具があり、数量や
図形の意味を実感的
に理解できるように
している。 

図や写真、キャラク
ターなどを用いて説
明を補足している。巻
末教具があり、数量や
図形の意味を実感的
に理解できるように
している。 

図や写真、キャラク
ターなどを用いて説
明を補足している。巻
末教具があり、数量や
図形の意味を実感的
に理解できるように
している。 
 

図や写真、キャラク
ターなどを用いて説
明を補足している。巻
末教具があり、数量や
図形の意味を実感的
に理解できるように
している。 

図や写真、キャラク
ターなどを用いて説
明を補足している。巻
末教具があり、数量や
図形の意味を実感的
に理解できるように
している。 

図や写真、キャラク
ターなどを用いて説
明を補足している。巻
末教具があり、数量や
図形の意味を実感的
に理解できるように
している。 

図や写真、キャラク
ターなどを用いて説
明を補足している。巻
末教具があり、数量や
図形の意味を実感的
に理解できるように
している。 

 

 

 


